
- 1 - 
 

令和４年度第１０回富山市農業委員会総会（月次）議事録 

 

１．日    時   令和５年１月５日（木） 

午前９時３０分～午前１１時２５分 

２．場    所   富山市役所 東館８階 大会議室 

３．出席委員  ２３人 

        会  長 ２３番  才木  隆雄 

        会長代理 ２１番 島田 一郎 ２４番 宮田 好一  

委  員  １番 杉林 清則  ２番 熊南 昭浩 

  ３番 山崎  修  ４番 西田 清範 

  ５番 田中 輝男  ６番 森  悦雄 

７番 古田  茂  ８番 田中 善憲 

９番 大場 忠勝 １０番 大橋 芳信 

１１番 大浦 清貴 １３番 福山 英則 

 １４番 仲田 茂男 １５番 下村  帝 

 １６番  北森 正誠 １７番 渡辺 正志 

 １８番 金田 修一 １９番 長谷 幹夫 

 ２０番 金木 洋子 ２２番 中井 義則 

 

４．欠席委員  １２番 山﨑  巖 

 

５．議    題  議案第４０号 農地法第３条の規定による許可申請について 
議案第４１号 農地法第４条第１項及び第５条第１項の規定によ 

る許可申請について 
議案第４２号 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に 

よる農用地利用集積計画の決定について 
議案第４３号 空き家に付随した農地の指定について 
議案第４４号 非農地証明書の交付について 
報告事項第３４号 農地法第３条の３の規定による受理について 

報告事項第３５号 農地法第４条第１項第８号及び第５条第１項

第７号の規定による受理について 
報告事項第３６号 農地法第１８条第６項の規定による通知につい 

        て 

報告事項第３７号 農地法第５条第１項の規定による受理の取消

しについて 
報告事項第３８号 農地所有適格法人報告書の要件確認について 
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議      事 

 
事 務 局 

 

本日の月次総会につきましては、山﨑委員から欠席届けがございま

した。宮田委員は遅れるとご連絡がございました。９時３０分時点で

出席委員数は２２名でございます。 
農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定による開催要件、

在任委員数２４名の過半数に達していることから、本総会が成立して

いることをご報告いたします。 

 
会   長 

 
 

会   長 

 
 
 
 
 

会   長 

 
 

会   長 

 

それでは、ただ今より令和４年度第１０回富山市農業委員会月次総

会を開催します。 

 
それでは、議事に入ります。 
本日は、議案５件、報告事項５件がございます。 
本日の議事録署名委員を私より指名してよろしいでしょうか。 

 
（委員一同 異議なし） 

 
それでは、私の方から指名させていただきます。７番古田委員、

８番大場委員、両委員にお願いしたいと思います。 

 
それでは、議案の審議に入ります。 
議案第４０号農地法第３条の規定による許可申請について、事務

局から説明をお願いします。 

 
事 務 局 

 

 議案第４０号農地法第３条の規定による許可申請について、ご説

明いたします。 
議案書は１ページから５ページまでです。 
今回の申請件数は１４件で、申請面積は３８，９４０．７５㎡で

す。 
許可基準についてですが、全部効率利用要件、農作業常時従事要

件、下限面積要件、地域調和要件について、申請書類においては、

各要件を満たしています。 
申請理由及び権利の種類についてご説明します。２ページをご覧

ください。 
１番は、労働力不足のため、隣接地の耕作者である譲受人に、所

有権を移転するものです。 
２番は、贈与により、隣接地の耕作者である譲受人に、所有権を

移転するものです。 
３番は、経営の縮小のため、隣接地の耕作者である譲受人に、所
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有権を移転するものです。 
４番と５番は、労働力不足のため、近隣の耕作者である譲受人に、

所有権を移転するものです。 
６番と７番は、経営の縮小のため、隣接地の耕作者である譲受人

に、所有権を移転するものです。 
８番は、相手方の要望のため、近隣の耕作者である譲受人に、所

有権を移転するものです。 
９番は、農地所有適格法人へ貸し付している農地を利用権が設定

された状態で、耕作不便のために、所有権のみを移転するもので、

いわゆる底地移転を行うものです。 
譲受人は〇〇〇〇の構成員であります。法人の構成員へ底地移転

を行う場合に限り、譲受人が同法人に貸し付けている農地を自身の

経営面積に含めることができます。 
現地確認については、法人から農地が返還された場合、譲受人が

農地を耕作することができるかを観点に確認していただきました。 
１０番と１１番は、贈与により、近隣の耕作者である譲受人に、

所有権を移転するものです。 
１２番は、労働力不足のため、所有権を移転するものです。 
１３番は、父から子への贈与によるものですが、県外に居住して

いた子が実家に戻り、新規の農家として所有権を移転するものです。

なお、婦中町外輪野は下限面積の要件が１０ａに設定されている地

域です。 
１４番は、労働力不足のため、新規の農家に所有権を移転するも

のです。 
キャベツ等を生産する予定です。 
なお、譲受人の住所地は県外となっておりますが、申請農地の隣

接地にある住宅に居住する予定です。 
以上でございます。 

 
会   長 

 
 
 
会   長 

 
 
● ● 委 員 

 
 
 

現地確認について、報告をお願いします。 

 
（担当委員から問題ない旨の報告あり） 

 
それでは、ただ今、説明及び報告がありました許可申請について、

ご意見、ご質問等があれば承りたいと思います。 

 
 １３番と１４番ですけども、譲受人が新規就農者でいずれも県外

の方だが、どういう風に日常管理をするのか。居住はどうされるの

でしょうか。 
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△ △ 委 員 

 
▲ ▲ 委 員 

 
 
 
■ ■ 委 員 

 
 
◇ ◇ 委 員 

 
事 務 局 

 
 
 
会   長 

 
 
 
 

会   長 

 
 
 

会   長 

 
 

事 務 局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 家を移されるのか。 

 
 富山に来てレストランをやっている。その周りでヤギと鶏を放し

飼いしている。従業員も一緒に耕作をする予定です。 
 なお、申請農地の隣接地の宅地に居住される予定です。 

 
１３番ですが、息子が✥✥✥✥で退職を機に、地元に戻って実家

を継いで、地元に定住してくれる予定です。 

 
 １４番の人はこちらで移住されるという計画はないのですね。 

 
 住民票も富山市に移される予定です。東京都といったり来たりす

ることはあるかもしれないが、申請農地の隣接地の宅地に居住され

る予定です。 

 
他にご意見、ご質問等がないようですので、申請どおり許可する

ことにご異議ありませんか。 

 
（異議なしとの発言あり） 

 
異議なしとのことでありますので、議案第４０号農地法第３条の

規定による許可申請については、全件、申請どおり許可することと

いたします。 

 
続きまして、議案第４１号農地法第４条第１項及び第５条第１項

の規定による許可申請について、事務局から説明をお願いします。 

 
議案第４１号農地法第４条第１項及び農地法第５条第１項の規定

による許可申請についてご説明いたします。 
議案書は６ページから１０ページになります。 
今回、４条申請が１件、面積は４．４８㎡、５条申請が８件、面

積は１４，０１４㎡です。 
それでは、最初に４条申請の内容についてご説明いたします。位

置図及び許可基準を併せてご覧ください。 
４条申請１番は、老田地区において、農機具格納庫敷地の地目の

是正であります。転用の概要といたしましては、敷地の境界確認の

ため測量を行ったところ、農機具格納庫の敷地の一部が越境してい

ることが判明し、今回是正のため申請されたものでございます。申

請書には始末書の添付がございます。申請地は１０ヘクタールに満

たない農地の集団規模ではございますが、過去に土地改良事業が実
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施されていることから、農地区分は農用地区域内農地、許可基準は

農業用施設を適用しております。 
議案書８ページをご覧ください。５条の申請内容についてご説明

いたします。 
５条申請１番は、新保地区において、分家住宅を建築する計画で

あります。転用の概要といたしましては、実家との相互扶助のため、

また、実家の農業を承継するため申請地を選定されたものです。申

請地は、１０ヘクタール以上の農地の集団規模に属する農地で特に

良好な営農条件を備えており、農地区分は第１種農地、許可基準は

集落接続を適用しております。 
５条申請２番は、大沢野地域大沢野北部地区において、共同住宅

を建築する計画でございます。転用の概要といたしましては、申請

地周辺は住宅地に囲まれた市街地化が著しい区域であり、住宅の需

要が依然高いことから今回申請されたものであります。申請地から

半径５００ｍの範囲内に行政サービスセンター、医療施設があり、

前面道路に上下水道管が埋設されていることから農地区分は第３種

農地、原則許可案件となります。 
５条申請３番は、大山地域大庄地区において、貸駐車場敷地を拡

張する計画であります。申請人の□□□□は、不動産管理業を営ん

でおります。転用の概要といたしましては、現在、既存敷地の工場

や事務所敷地については、隣接する▽▽▽▽へ賃貸しており、今回、

▽▽▽▽の従業員駐車場が不足していることから、駐車場拡張のた

め申請されたものでございます。申請地は既に雑種地化されており

始末書の添付がございます。申請地は、１０ヘクタール以上の農地

の集団規模に属する農地で特に良好な営農条件を備えていることか

ら農地区分は第１種農地、許可基準は既存地拡張を適用しておりま

す。 
５条申請４番は、大山地域上滝地区において、一般住宅を建築す

る計画であります。転用の概要といたしましては、実家との相互扶

助のため申請地を選定されたものでございます。申請地は、都市計

画区域の用途区域内にある農地で農地区分は第３種農地、原則許可

案件となります。 
５条申請５番は、八尾地域保内西地区において、農畜産物処理加

工施設を整備する計画であります。申請人の▼▼▼▼は、牛乳の共

同加工事業を行っております。転用の概要といたしましては、近年、

業績が伸びてきており、製造所を拡張する必要が生じておりました

が、既存地では手狭なため、今回、移設を計画しており、組合員で

ある❛❛❛❛、❜❜❜❜、❝❝❝❝が搬入しやすく、周辺に住宅地

がない場所、そして、品質管理のため西日の当たらない申請地を選

定されたものでございます。申請地は、１０ヘクタール以上の農地
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会   長 

 
 
 

会   長 

の集団規模に属する農地で特に良好な営農条件を備えていることか

ら農地区分は第１種農地、許可基準は農業用施設を適用しておりま

す。この案件については３，０００㎡を超える申請でありますので

富山県農業会議への諮問案件となります。補足ですが、移転後の既

存地の利用については、製造所を閉鎖し、倉庫・冷蔵施設のみを残

す計画となっております。 
５条申請６番は、婦中地域鵜坂地区において、駐車場を拡張する

計画であります。申請人の◆◆◆◆は主に住宅建築工事、設計業を

営んでおります。転用の概要といたしましては、既存敷地内におい

てトラックや営業車の駐車場が手狭であるため隣接地において新た

に２６台分の駐車場を拡張するため今回申請されたものでございま

す。申請地は、１０ヘクタール以上の農地の集団規模に属する農地

で特に良好な営農条件を備えていることから農地区分は第１種農

地、許可基準は既存地拡張を適用しております。 
５条申請７番は、婦中地域神保地区において、建築条件付売買予

定地を整備する計画であります。転用の概要と致しましては、申請

地はＪＲ千里駅から約３００ｍの場所であり、近隣には教育施設、

生活圏５㎞の範囲内には大型ショッピングセンターなど、生活環境

が整った利便性のある土地であり、多数の需要が見込まれることか

ら申請地を選定されたものです。平均区画面積は約２４５㎡で全９

区画を計画されております。農地区分は、半径３００ｍの範囲内に

鉄道の駅があることから農地区分は第３種農地で原則許可案件とな

ります。 
５条申請８番は、婦中地域音川地区において、駐車場の一時転用

の計画であります。申請人の☆☆☆☆は産業廃棄物処理業を営んで

おります。転用の概要といたしましては、現在、平等地区において

新たな処分場の建設工事を行っており、それに伴う作業員や工事車

輛置場の確保が急務となっていることから今回申請されたものでご

ざいます。申請地については、鉄板やパレットを敷き詰めるなど、

撤去後も耕作に支障を及ぼさないよう配慮されることから、原状回

復が確実であり、一時的な利用として許可基準に合致しているもの

と考えております。期間は、許可日から令和７年１２月３１日まで

の約３年間の計画でございます。 
以上でございます。 

 
現地確認について、報告をお願いします。 

 
（担当委員から問題ない旨の報告あり） 

 
それでは、ただ今、説明及び報告がありました許可申請について、
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★ ★ 委 員 

 
❖ ❖ 委 員 

 
会   長 

 
 
 
 

会   長 

 
 
 
会   長 

 
 

ご意見、ご質問等があれば承りたいと思います。 

 
 ５番はどういったものを処理する施設ですか。 

 
 組合員の酪農家から運ばれた牛乳を加工する施設です。 

 
他にご意見、ご質問等がないようですので、これらの案件につい

て、許可相当とすることにご異議ありませんか。 

 
（異議なしとの発言あり） 

 
異議なしとのことでありますので、議案第４１号農地法第４条第

１項及び第５条第１項の規定による許可申請については、全件、許

可相当と意見を付して、市長へ送付することといたします。 

 
続きまして、議案第４２号農業経営基盤強化促進法第１８条第１

項の規定による農用地利用集積計画の決定について、事務局から説

明をお願いします。 

 
事 務 局 

 

 
議案第４２号農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ

る農用地利用集積計画の決定についてご説明いたします。  
議案書のページは、１１ページから２６ページです。 
利用権設定は、今回は１４１件の貸し手から申し出があり、契約

期間は、１～２年が５件、３～５年が４４件、６～９年が７件、１

０年が８５件です。設定面積は、７９４，４８７．４５㎡です。 
１３ページ１番から１８ページ６０番までは、農地中間管理機構

を通すものであります。１８ページ６１番から２６ページ１４０番

が相対であります。 
以上、農用地利用集積計画の案件につきましては、農業経営基盤

強化促進法 第１８条第３項に掲げる、基本構想との整合性、すべて

の農用地の効率的利用、常時従事などの各要件を満たしています。 
以上でございます。 

 
会   長 

 
 
 

会   長 

 
 

それでは、ただ今、説明がありました農用地利用集積計画につい

て、３５番、７２番、８５番を除き、ご意見、ご質問等があれば承

りたいと思います。 

 
特にご意見、ご質問等がないようですので、この農用地利用集積

計画について、ご異議ありませんか。 
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会   長 

 
会   長 

 
 
会   長 

 
 
 
 

会   長 

 
 
会   長 

 
 
 
 
会   長 

 
 
会   長 

 
 
 
会   長 

 
 
 
 

会   長 

 
 
会   長 

 
 
 
 

会   長 

 

 （異議なしとの発言あり） 

 
異議なしとのことでありますので、３５番、７２番、８５番を除

き、異議については、ないものといたします。 

 
続きまして、３５番について審議いたしますので、❐❐委員は退

室をお願いします。 

 
＜❐❐委員退室＞ 

 
それでは、３５番について、ご意見、ご質問等があれば承りたい

と思います。 

 
特にご意見、ご質問等がないようですので、この農用地利用集積

計画について、ご異議ありませんか。 

 
（異議なしとの発言あり） 

 
異議なしとのことでありますので、３５番について、異議はない

ものといたします 

 
❐❐委員は入室をお願いします。 

 
＜❐❐委員入室＞ 

 
続きまして、７２番について審議いたしますので、⦿⦿委員は退

室をお願いします。 

 
＜⦿⦿委員退室＞ 

 
それでは、７２番ついて、ご意見、ご質問等があれば承りたいと

思います。 

 
特にご意見、ご質問等がないようですので、この農用地利用集積

計画について、ご異議ありませんか。 

 
（異議なしとの発言あり） 

 
異議なしとのことでありますので、７２番について、異議はない

ものといたします。 
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会   長 

 
 
 
 

会   長 

 
 
会   長 

 
 
 
 

会   長 

 
 
会   長 

 
 
 

会   長 

 
 
 
会   長 

 
 
事 務 局 

 
 
 
 
 
 
 
 

⦿⦿委員は入室をお願いします。 

 
＜⦿⦿委員入室＞ 

 
続きまして、８５番について審議いたしますので、▲▲委員は退

室をお願いします。 

 
＜▲▲委員退室＞ 

 
それでは、８５番について、ご意見、ご質問等があれば承りたい

と思います。 

 
特にご意見、ご質問等がないようですので、この農用地利用集積

計画について、ご異議ありませんか。 

 
（異議なしとの発言あり） 

 
異議なしとのことでありますので、８５番について、異議はない

ものといたします。 

 
▲▲委員は入室をお願いします。 

 
＜▲▲委員入室＞ 

 
改めまして、異議なしとのことでありますので、議案第４２号農

業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積

計画について、ご異議なしと認め、原案通り決定いたします。 

 
続きまして、議案第４３号空き家に付随した農地の指定について、

事務局から説明をお願いします。 

 
議案第４３号空き家に付随した農地の指定についてご説明いたし

ます。  
議案書のページは、２７ページです。 
今回の申請件数は、１件です。 
別紙の位置図を併せてご覧ください。 
位置図の斜線の箇所が、今回申請のありました農地です。太線で

囲んである箇所が、空き家の所在地です。 
農地は３筆です。所在地は◎◎◎◎外です。 
合計面積は◎◎◎㎡です。空き家の所在地は◎◎◎◎外です。 
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会   長 

 
 
 

会   長 

 
 
 
● ● 委 員 

 
 
 
 
事 務 局 

 
 
会   長 

 
 
 
 

会   長 

 
 

会   長 

 
 
事 務 局 

 
 
 
 
 
 

会   長 

 
 

会   長 

以上でございます。 

 
現地確認について、報告をお願いします。 

 
（担当委員から問題ない旨の報告あり） 

 
それでは、ただ今、説明及び報告がありました空き家に付随した

農地の指定について、ご意見、ご質問等があれば承りたいと思いま

す。 

 
今の議案についての質疑に関してではないのですが、事務局に問

い合わせが今まで何件かあったと思いますが、空き家を取得しよう

にも、農地がひどいから二の足を踏む事があったか、そういった事

案があれば教えてもらいたい。 

 
買いたい案件は２件受けています。農地がひどいので買えないと

いった相談は今のところ受けていない状況です。 

 
他にご意見、ご質問等がないようですので、これらの案件につい

て、空き家に付随した農地の指定をすることに異議ありませんか。 

 
（異議なしとの発言あり） 

 
異議なしとのことでありますので、議案第４３号空き家に付随し

た農地の指定について、原案どおり決定することといたします。 

 
続きまして、議案第４４号非農地証明書の交付について、事務局

から説明をお願いします。 

 
議案第４４号非農地証明書の交付についてご説明いたします。 
議案書のページは、２８ページから３０ページです。 

 各案件においては、耕作されなくなってから相当年数が経過して

おり、山林化していることから、農地として復元し、利用すること

は困難であると、現地を確認してまいりました。 
以上でございます。 

 
それでは、ただ今、説明及び報告がありました交付申請について、

ご意見、ご質問等があれば承りたいと思います。 

 
特にご意見、ご質問等がないようですので、申請どおり交付する
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会   長 

 
 

会   長 

 
 
 
 
 
 
 
 

事 務 局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ことにご異議ありませんか。 

 
（異議なしとの発言あり） 

 
異議なしとのことでありますので、議案第４４号非農地証明書に

ついて、申請どおり交付することといたします。 

 
続きまして、報告事項に入ります。 
第３４号農地法第３条の３の規定による受理について 
第３５号農地法第４条第１項第８号及び第５条第１項第７号の 

規定による受理について 
第３６号農地法第１８条第６項の規定による通知について 
第３７号農地法第５条第１項の規定による受理の取消しについて 
第３８号農地所有適格法人報告書の要件確認について 
事務局から一括して説明をお願いいたします。 

 
報告事項第３４号農地法第３条の３の規定による受理について、

ご報告します。議案書は、３１ページから４２ページです。 
 今回の受理件数は１９件で、すべて相続により所有権を取得した

ものであります。農業委員会へのあっせん希望については、ありま

せんでした。 
報告事項第３５号農地法第４条第１項第８号及び第５条第１項第

７号の規定による受理について、ご報告いたします。 
議案書のページは４３ページから４８ページまでです。 
今回の受理件数は、４条が１件、５条が１６件、合わせて１７件、

面積は合わせて１１，３２２．５８㎡となっております。内容、転

用目的についてはご覧のとおりです。一部内容についてご説明いた

します。 
４６ページ６番については、令和４年９月に、５条で届出されま

したが、譲受人変更のため、今回改めて届出されたものです。 
事業面積が１，０００㎡以上で、都市計画法上の開発許可と同日

で受理する予定のものは、４６ページの５番、４７ページの１１番、

４８ページの１５番です。 
報告事項第３６号農地法第１８条第６項の規定による賃貸借の合

意解約について、ご報告いたします。 
議案書は、４９ページから５３ページです。 
解約件数は１６件で、解約面積は４９，０７１．４５㎡です。今

回の解約に関連する議案及び解約理由は、備考欄記載のとおりです。 
以上でございます。 
議案書のページは５４ページです。 
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会   長 

 
 

会   長 

 
事 務 局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
会   長 

 

報告事項第３７号農地法第５条第１項の規定による受理の取消し

についてご報告いたします。 
報告第３５号４６ページの６番で説明したとおり、譲受人変更の

ため取り消すものです。 
以上でございます。 
報告事項第３８号農地所有適格法人報告書の要件確認について、

ご報告いたします。議案書は、５５ページから６０ページです。 
 農地法第６条では、農地所有適格法人であって、農地を所有又は

その法人以外の者が所有する農地をその法人の耕作に供しているも

のは、毎年、事業の状況等について、農業委員会に報告しなければ

ならないと定められております。 
農業委員会は提出された報告書に基づき、法人が農地所有適格法

人の４つの要件を満たしているかどうかを確認し、それを農業委員

会の総会で報告することになっております。 
その要件とは、法人形態要件、事業要件、議決権要件、役員要件

の要件であります。 
農地所有適格法人で報告の義務がある１０６法人について、要件

を確認しましたところ、すべて満たしていました。 
以上でございます。 

 
ただ今、説明がありました報告事項について、ご意見、ご質問等

がありましたら承りたいと思います。 

 
特に何もないようですので、これをもちまして、２．議案・報告

事項の議案審議を終了します。 

 
次に、３．協議事項について、事務局より説明をお願いします。 

 
連絡事項に入ります前に、皆様にご報告があります。 
この度、宮田委員におかれましては、８期２２年にわたる農業委

員としての活躍、そして中山間地域における農地集積といった農地

利用の最適化への貢献が評価されまして、農林水産大臣表彰を受賞

されました。 
誠におめでとうございます。 
宮田委員には今後とも、富山市の農業の発展ため、ご尽力をいた

だきますよう、よろしくお願いいたします。 
（事務局説明） 

 
ただいま、説明がありました事項について、ご意見、ご質問等が

ありましたら承りたいと思います。 
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❚ ❚ 委 員 

 
 
事 務 局 

 
 
 

◇ ◇ 委 員 

 
 
 
 
 

事 務 局 

 
❖ ❖ 委 員 

 
事 務 局 

 
 

何月何日現在で書くのですか。 

 
提出する時点での記入をお願いします。 

 
タブレット端末はいつ入るかわかりませんけども、それを利用し

てはいけませんか。間に合わないですか。 

 
タブレットにつきましては、１２月に２５台納品されています。

使用できるようにアプリ、管理するシステムを入れまして、動作確

認をしながら検証しています。 
委員の皆様には２月の月次総会以降に研修をしようと考えていま

す。意向調査に関しましては意向確認アプリを国で作成中で、今年

度内には完成と聞いているのですが、現段階で、いつ作成になるか

の確定した期日はきていません。意向確認アプリを使って意向調査

をするとなりますと、農地所有者、耕作者、一人一人に対して全て

入力しないといけません。 
利用意向調査については、郵送で送って回答がないもの、特に農

地をたくさん持っている方については、農業委員様にお願いをしよ

うと考えているところであります。 

 
あおば農協と山田農協、人、農地プランの前年度調査に変更はな

いのか。✳✳✳✳とか変更等発生していないのか。 

 
 あおば農協等、２年前、３年前の情報ですが、実際実施していな

い地域があります。前回実施している情報を利用しながら必要であ

れば実施する予定としています。 

 
 Q１、耕作面積を書くとあるが、総合計でいいのか。小長谷と小長

谷新では全く集落が違う。一筆づつ書くわけではない。これだけの

欄しかない。まとめて書いてくださいと書かないと、全部書けない

という方がいるかもしれないので、集落ごとに合計した数字を書い

てくださいの方がいいのかなと思いました。 

 
 ありがとうございます。 

 
 これは耕作者宛てにだけに送って、所有者にも送るのか。 

  
今回は耕作者に送ります。次年度回答があった耕作者の方は、農

地を所有しておられる方も多くおられるので、農地の所有者に送る

際には、同じ人に２回送ることがないようにします。 
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 Q２，農業後継者について、法人、受手お互いの認識の中で書くの

か。もうできないので、ここにお願いしますと思っていても、受け

手が納得していない場合もある。お願いしたいけど、お互いの話し

合いがなされて、ここに〇をつけるべきなのか。 

 
 回答される方の想いで、書いていただきたいと考えています。協

議をすることはその後になりますので。回答される方が、例えば自

分はやめたいけども、お願いする人がいないという事であれば３番

になります。 
自分の息子さん、ご親戚にお願いしたい場合は１番になります。

必ずすると確定でなくとも、どういった意向があるのかということ

で書いていただきたいと思います。  

 
 うちの法人にもくるわけです。集落が１０以上ある。そういった

場合は別紙に書くのか。 

 
 大変申し訳ありません。６段しか枠がありませんが、わかるよう

に A 集落何アール、B 集落何アールという風に、枠にとらわれず書

いていただきたいと思います。 

 
 あおば農協でも４年程前に大分、意向調査を実施したんですけど

それは今回も実施するということですか。 

 
 配布をあおば農協さんにお願いしていることから、どの地区を抜

く、抜かないとすると相手に負担になることから、全地区をお願い

する予定です。 

 
 農水省の考えは地域に浸透していかない。人農地プランの実施が

ままならない。法定化してしまって、がんじがらめにして動かそう

としているように見える。 
１０年前に人農地プランは動いてるはず。意向調査が始まってい

る話。始まった時に地図を作りましょうと実際にあったはず。１０

年かかって、まだできていない。農政部局に聞いても地図を作成し

ておりませんと。 
行政もそうなんですけど、地域の人もそれほど思ってない。果た

してまた同じことをしてできるのかと思っておりまして。農業者に

対して意識づけをする。非常にいいことだと思うんですけど、もう

一度それぞれの立場を明確にしていくのがいいかなと思いまして。 
 役割がこの資料だけではわからない。それぞれの地区で目標地図

を作成するとなれば、スケジュールの一番上の農業委員会というの
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はこの場を指しているのか、各地区の農業委員に任せるのか。この

場で何百の地図を検討するのか。素案についてはそれぞれの地区の

農業委員に任せて地図を作らせるのか。市が素案を作ってフィード

バックしてくるのか、集落ごとに。 
その辺がわからなくて。意向調査をすることは必要だと思うけど

も、上手くいかないことを危惧しているので、その辺をもう少し説

明をしてもらいたい。 

 
 役割分担でございますけども、事業スケジュールにそれぞれ業務

を行う対象者を左側に記載させていただいておりますけども、地域

計画を作成するのは市になります。人農地プランを地域計画とする

という形になります。 
地域計画の中に市が目標地図を盛り込まなければなりません。そ

のための地域における協議の場を設定し、説明会を行うのも市にな

ります。農業委員会には、地域計画に盛り込む目標地図の素案を作

成しなければならないと法に明記されています。目標地図の素案を

農業委員会で作り、それを市に提供することになります。意向調査

から始まって、市に協議の場を設定してくださいということを農業

委員会から申し出て、地域の協議の場で目標地図の素案を作成して

いくという形になります。人農地プランが１６地区ありまして、目

標地図の１６地区のものを作成する計画にしております。 
その後、目標地図の素案を市に提出した後、地域計画説明会とい

うものを市で設定いたしまして、目標地図に修正を加えながら最終

的に地域計画の案を地域計画にする。 
農業委員の皆様には地域計画における協議の場に必ずとは言いま

せんが、参加してもらい、意向確認ができるのであれば、タブレッ

トを持っていき、誰がどの農地を将来耕作する、農地を交換する、

等を協議の場で行っていただきたい。 
市の職員、農業委員会事務局の職員も参加しながら、目標地図の

素案を作成できる形で協議を行ってもらいたい。農業委員会は意向

調査から目標地図の素案を作成する。これは１６地区になります。 
 市は目標地図の素案を作成するための協議の場を設定し、地域計

画の説明会を経て作る。農業委員の皆様には農業委員会のご協力を

よろしくお願いいたします。 

 
 今の説明、何を言ってるのか全然分からないので。 
人農地プランが１６地区と言われましたけども、１６地区の素案、

目標地図を農業委員会で作るんだという説明だったけども、それぞ

れの地区を集めてきて、この場で１６地区の地図を作るのか、事務

局で作って、農協さんに持って行ってください。農協さんで集約し



- 16 - 
 

 
 
 
 
 
 

事 務 局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖ ❖ 委 員 

 
事 務 局 
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❐ ❐ 委 員 
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ますと。それを事務局に持ってきて、事務局がそれを元に、目標地

図を作って、この場で、１６地区のものが良いか悪いかを検討する

のか。 
全然その辺が見えてこない。言っておられることは、書いてある

ことを読んでるだけの話なので。 

 
 現況地図をつくらなければなりません。現況地図というものは意

向調査の用紙を集めてきて、それをパソコン上に入力すれば、それ

が反映されて地図になって出てくるという仕組みになっています。 
委員さんが色塗りしなければならないという事はありません。現

況地図ができたら、今度はそれをどうするかを考えなければならな

い。どの場で考えるかというと、協議の場で現状がこうです。協議

の場でそれを見せてそれがどう変わるか。こうしたらいいんじゃな

いかと意見をいただいて、協議の場での話をパソコンに入力すれば

あるべき姿の地図になる。 
それが完璧なものでなくてもいいと国は言っております。白地が

たくさんあってもいい。これを作るけど、例えば大きな農家さんが

亡くなられた等状況が変わったら、その都度その都度、地図を訂正

すればよいということになっております。 

 
抜けたところを補っていくという理解でいいのか。 

 
大きな農家さんが意向調査を提出されないと、大きな空白地がで

きるので、そういう場合は農業委員さんに行っていただき、回収す

るなりタブレットに入力するなりしていただきたいと思います。 
今の段階ではソフトもできてない状況ですので、確かなことは言

えない部分もありますが、そのように考えております。 

 
想定されている１６地区というのは農業委員会ではだいたい想定

されている地区なのですか。 

 
人農地プランでは３８の地区がありますので、３８の地域計画を

作ることになります。 

 
１月から３月に、我々がもらっている情報では何をどうすればい

いかはっきり見えてこないが、大丈夫なんでしょうか。 

 
１月から３月にしてもらうのは、農協で野帳と一緒に集めるだけ

です。集まったものはこちらでその都度入力していきます。 
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事 務 局 

 
❏ ❏ 委 員 

 
 
事 務 局 

 
 

❏ ❏ 委 員 

 
会   長 

 
 
 

会   長 

 

 多分できないんだろうと思うけど、八尾の場合、私ん所は９０パ

ーセント営農組合でやってる。他は全部個人でやってる。山手は別

の地域計画を作ることができるのか確認していってほしいです。 

 
わかりました。 

 
地図を作って、その後、地区の人で協議をするという話ですけど、

我々は協議の中でどこまで踏み込んでいくことになるんでしょう。 

 
水橋地区は国営事業の中でそういった話がなされるという事なの

で、その国営事業の中で話し合いをしてもらえたらと思います。 

 
わかりました。今そういう協議をやっている最中なものですから。 

 
次に、４．事務連絡等について、事務局より説明をお願いします。 

  
（事務局説明） 

 
それでは本日はこれにて終了とさせていただきます。本日は、あ

りがとうございました。 

 


